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なぜいまクリティカルケア領域で口腔ケア
運用の見直しが必要なのか？

クリティカルケア領域では、患者さんの重症度と比例

し、人工呼吸器装着中の患者さんの割合も多いのが特

徴です。近年では、適切な口腔ケアを患者さんに提供す

ることは、VAP（人工呼吸器関連肺炎）予防の観点から

のみではなく、ICU‐ASD（ICU acquired Swallow-

ing Disorders:集中治療後嚥下障害）や、オーラルフ

レイル予防など、長期的な患者さんのQOLにつながる

と報告されています。

2021年には、日本クリティカルケア看護学会から、「気

管挿管患者の口腔ケア実践ガイド」が発表されました。

ガイドライン上では、従来推奨されていたブラッシング

ケアに加え、維持ケアの重要性が明記され、確実な手

技・回数で口腔ケアを行うことが重要視されています。

しかし、実際の臨床現場では、ガイドラインに沿ったケア

の定着を目指しても、「忙しくて続かない」「人によって

ケア方法が違う」などと困った経験をしたことはないで

しょうか？当院ICU・HCUでも、数年前までは各勤務の

ブラッシングケアが口腔ケアの主体でしたが、発表され

た口腔ケア実践ガイドに沿って、口腔ケアの方法を見直

すことになりました。

本センターでは、業務が繁忙な背景などから、口腔ケア

が後回しにされていたり、自身の経験に基づいたケア方

法が主体となっていたりするケースが多くみられてい

ました。推奨されているガイドラインに沿ったケア方法

とタイミングで口腔ケアを行うためには、正しい知識や

手技を普及することだけではなく、現場環境に合わせた

工夫が必要です。今回は、当院ICU・HCUがどのような

プロセスを踏み、ガイドラインに基づいた口腔ケアの導

入に至ったかを紹介します。

ガイドラインを現場に導入するために行った

現在どのようなケア方法が推奨されているかを理解し

てもらい、正しい知識・手技の習得を目指し、ガイドライ

ンの紹介とガイドラインの内容に沿うようにマニュアル

の整備を行いました。また、口腔ケアの手技動画は、勤

務の空き時間などに視聴できるよう１０分程度の内容

で作成し、マニュアルと併せて視聴してもらうことで、ス

タッフに対し正しいケア内容の理解・手技の統一化につ

ながったと感じています。

①ガイドライン紹介（ガイドに基づいたケア方法の啓蒙）

②口腔ケアマニュアルの整備
　　　 ケア手順の標準化、ROAGに応じたケア頻度調整

　　　 使用物品の取り決め など

③口腔ケア手技動画の作成

④継続した口腔内環境、VAP発生率のモニタ
　　 リングとフィードバック

４つの工夫
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当院の口腔ケアの頻度、スケジュールの実際
（一例）
発表されたガイドラインでは、１日１～２回のブラッシン

グケアに加え、３～４回の維持ケアを実施することが推

奨されています。当院ICU・HCUでも、１回／日のブラッ

シングケア＋維持ケア３回／日のスケジュールを基本と

し、業務内容に合わせ、ケアの時間調整を行いました。

また、ガイドラインでは、ケア時に口腔アセスメントツー

ルを使用した評価を行うことが推奨されており、当院

ICU・HCUではROAG（Revised Oral Assessment 

Guide）を用いて口腔内環境の評価を行っています。カ

ンファレンス場面などでは、主観的評価ではなく、スコ

アを用いた客観的評価を行うことで、ケアの頻度・内容

を変更していくように体制を整えました。

看護職はケアの変更など、変化を嫌う傾向にあります。

ガイドラインに沿ったケアを定着化させるには、ケア方

法の変更を提案するのみではなく、自分たちが行って

いるケアが患者さんにとって効果的か、つまりVAP発

生率の変化や口腔内環境の悪化がないかを、継続した

モニタリングを行いながらスタッフへフィードバックす

ることも重要です。

ROAGを用いた口腔ケア評価と頻度調整
のしくみ

ガイドラインを知識で終わらせないために
口腔ケアは日常的なケアである一方、その質は患者さ

んのその人らしさ、尊厳、QOLに大きく影響します。ガ

イドラインの内容を知っている、で終わらすのではな

く、継続して実践できる形で落とし込む工夫を行うこと

が、質の高いケアにつながるのではないでしょうか。

維持ケア
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維持ケア

午前0:00

ブラッシング
ケア

午後12:00

■当院のスケジュール例
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当院のROAG とケア頻度の一例
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